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日本学生支援機構貸与型奨学金 

継続手続きについて 

奨学金を継続するにはインターネットでの手続きが必要です！ 
 

 

「奨学金継続願」手続きとは、来年度（2023年 4月以降）も奨学金の継続貸与を希望するかを確認

する手続きです。以下の手順で手続きをしてください。手続き対象者は 2022 年 10 月現在貸与中の

人です。スカラネット・パーソナルでの継続手続きが必須となっていますので、ユーザ ID・パスワ

ードの登録をしていない方は、至急登録してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

１ ．同志社大学奨学金オリジナルサイトに掲載している、 

『【必読】日本学生支援機構奨学金 継続申請の注意』および 

『「奨学金継続願」入力準備用紙』を熟読する。 

 

２ ．スカラネット・パーソナル（インターネット）で手続きする。 

『「奨学金継続願」入力準備用紙』を参照のうえ、下記の期間にスカラネット・パーソナル（イ

ンターネット）を通じて申請してください。 

入力期間：2022年 12月 15日（木）～2023年 1 月 15日（日） 

※AM1:00－AM8:00は入力できません。 

※2022年 12月 29日から 2023年 1月 3日は、年末年始のため 

提出(入力)ができません。 

 

【入力時の注意】 

★入力前に後述の Q&Aをよく読み、必ず「奨学金継続願」入力準備用紙に下書きを 

したうえで入力してください。 

入力中、一つの画面で 30分以上経過した場合はタイムアウトとなり、最初から入力 

しなくてはなりません。 

 

★収支差が不均衡の場合（学部生 36万円以上、大学院生 45万円以上）は、 

面接指導となりますので、入力間違いのないよう注意してください。 

※学費入力の際は、下記URLもしくは左記 QRコードを参照してください。 

2017年度以前生は学生生活課へ問い合わせてください。 

https://www.doshisha.ac.jp/students/office/procedure/year/2022.html 

手続き完了 

最
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◎手続きを完了された人へ 

 

（１）‘H－経済状況’項目で、奨学生本人の直近 1 年間の収支差が 学部生：36 万円以上、 
大学院生：45万円以上ある場合は、4月中に面接指導を行います。（面接の内容に 

よっては奨学金の減額を指導する場合があります。）該当者にはあらためて通知します。 

 

（２）奨学金継続の手続きをとられた人について、本学が学業成績等により継続の可否を判定しま

す。継続認定者には奨学金が 4月 21日（金）に入金されます（4月分は 11日振込みで

はありませんので、注意してください！）。 

成績判定により停止となる人には 3月下旬に通知します。 

 

（３）奨学金辞退の手続きをとられた人は、返還に関する手続きについて本学より 2023年 4月に 

あらためて案内しますので、それまでお待ちください。 

 

‘E－あなたの返還誓約書情報’欄に表示される奨学生・連帯保証人・保証人・本人以外の連絡先の

住所、氏名等に変更や訂正が生じた場合は、継続願を入力後、学生生活課へ申し出てください。

ただし、奨学生の住民票住所に変更がある場合は、ここで変更・訂正ができます。 

なお、返還誓約書提出時に「返還誓約書訂正届」等で訂正・変更を行っている方は申し出る必

要はありません（ただし、日本学生支援機構の返還誓約書の登録処理状況により、変更後の情

報が反映されていない場合があります）。 

 

 

「継続願」手続きに関するＱ＆Ａ 

 

Ｑ．もう奨学金が必要ないので、今回何もしなくてよいですか？ 

Ａ．いいえ。奨学金を辞退する場合もインターネットから「奨学金の継続を希望しない」と

いう手続きが必要です。『「奨学金継続願」入力準備用紙』の指示にしたがって手続きを

とってください。 

 

Ｑ．第一種と第二種の併用貸与を受けていますが、どちらか一方だけ「継続願」手続きを

とればよいですか？ 

Ａ．いいえ。第一種と第二種それぞれについて手続きが必要です。 

 

Ｑ．2023年 4月から休学予定ですが、どのような手続きをとればよいでしょうか？ 

Ａ．必ず「継続」の手続きをとってください。そのうえで、休学することが確定した時点で

学生生活課に異動願（休止）を提出してください。（異動願の用紙は学生生活課窓口と

本学ウェブサイトにあります。）そうすれば、今回「継続」としていても休止されます。

「継続を希望しない」と入力すると辞退（奨学金を辞める）することになりますので、

注意してください。間違って入力した場合、復学後の再開・継続はできません。 

 

Ｑ．停止になるのはどのような場合ですか？ 

Ａ．年間修得単位数が 10単位（半期休学の場合 5単位）未満の場合（ただし、標準的な修得単

位数を満たしている場合を除く）と、留年が確定した場合（「残存標準修業年数」×「最高登

録単位数」＋「既修得単位数」が「卒業必要単位数」に満たない場合）です。ただし、大学

院生で単位修得済の者、博士後期課程在籍者は、前記によりませんが、研究活動を怠ると停

止になる場合があるので、研究活動に専念してください。 

 

  Ｑ．継続の手続きをとって、継続が認められた場合、通知はありますか？ 

Ａ．いいえ。通知はありません。4月分の奨学金の振込により継続を確認してください。な

お成績判定により停止となる人には、3月下旬に別途通知します。 

 

Ｑ．継続された場合の入金スケジュールはどうなっていますか？ 

Ａ．通常 4 月は 21 日、5 月は 16 日に振込まれます。この 2 か月は変則的ですので、注意して

ください。その他の月は 11日です。ただし、振込日が金融機関の休日（土曜、日曜、祝日）

にあたる場合は、その前営業日となります。 
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Ｑ．「返還の義務」で、「返還の義務を自覚していない」を選択するとどうなりますか？ 

Ａ．2023 年 4 月以降の奨学金は廃止となります。誤って入力することのないよう注意してくだ

さい。 

 

Ｑ．現在第二種の貸与を受けていますが、第一種に変更したいと思います。継続願で手続きでき

ますか？ 

Ａ．できません。現在貸与を受けている種別とは別の種別への切替を希望する場合や、併用貸与

を希望する場合は新たに申請する必要がありますので、春の定期採用に出願してください。 

 

Ｑ．月額を変更したいのですが、継続願で手続きできますか？ 

Ａ．できません。月額変更を希望する場合は継続手続後、学生生活課窓口まで申し出てください。 

 

Ｑ．主として家計を支えている人の収入について、入力のために用意した源泉徴収票や確定申告

書はいつ提出すればよいですか？ 

Ａ．提出の必要はありません。金額をインターネットで入力するのみで結構です。 

 

Ｑ．令和 4 年の内容の源泉徴収票や確定申告書がないのですが、令和 3 年の内容のものでよい

のでしょうか？ 

Ａ．令和 3年の内容のものでかまいませんので、そのまま入力を進めてください。 

 

Ｑ．主として家計を支えている人の収入について、給与所得と給与所得以外の両方の収入がある

場合は、どのように入力したらよいですか？ 

Ａ．【給与所得】欄と【給与所得以外】欄の両方に入力してください。どちらか片方しか収入が

ない場合は、片方のみ入力してください。 

 

Ｑ．学費を父母が支払っている場合は、支出欄の１）学費に入力するだけでよいですか？ 

Ａ．いいえ。学部生は、収入欄の１）家庭からの給付 にも必ず入力してください。大学院生は、

収入欄の５）父母等からの給付にも必ず入力してください。父母が学費を支払っている場合

は、父母からお金を受け取り、自分で授業料を支払っていると仮定し入力してください。 

 

Ｑ．経済状況の収支差が３６万円以上（大学院生の場合は４５万円以上）になりますが、事情が

あり奨学金の減額はできません。どうしたらよいですか？ 

Ａ．その場合は 2023年 4月に行う面接指導により、事情を説明してください。 

 

Ｑ．日本学生支援機構給付型奨学金も受給していますが、継続願の手続きは貸与のみで良いです

か？ 

Ａ．給付型奨学金、貸与型奨学金それぞれスカラネット・パーソナルにて手続きが必要です。 

 

 

2022年 12月  同志社大学学生生活課 

今出川校地 ℡075-251-3280 

京田辺校地 ℡0774-65-7430 


